
単元名 主な学習内容

1　九九を見なおそう［かけ算］
乗法に関して成り立つ性質やきまりなどの理解を深め，乗法を適切に用いる能力をいっそう伸ば
す。

2　時こくと時間の計算のしかたを考えよう
［時こくと時間のもとめ方］

秒について知り，時刻や時間の求め方を理解し，日常生活で用いることができるようにする。

3　新しい計算を考えよう［わり算］ 除法の意味について理解し，それを用いることができるようにする。

4　まるい形を調べよう［円と球］
円や球についての観察や構成などの活動を通して，円や球を構成する要素に着目し，円や球につ
いて理解できるようにする。

☆おぼえているかな ○既習内容の理解を確認する。

5　大きい数の計算を考えよう［たし算とひき
算の筆算］

3～4位数の加減法の筆算について理解し，それを適切に用いる能力を伸ばす。

6　計算のしかたをくふうしよう［暗算］ 2位数どうしの加法，減法の暗算について理解し，生活や学習で用いることができるようにする。

☆　考える力をのばそう「重なりに目をつけ
て」

○2つの量の重なる部分に着目して解く問題の解決を通して，問題解決の能力を伸ばす。

7　わり算を考えよう［あまりのあるわり算］
わり切れない場合の除法について理解し，除法の意味について理解を深めるとともに，それを用
いることができるようにする。

☆おぼえているかな ○既習内容の理解を確認する。

8　10000より大きい数を調べよう［大きい数
のしくみ］

万の単位について知り，1億までの整数についての理解を深め，数を用いる能力を伸ばす。

☆かたちであそぼう「タングラム」
○基本図形を組み合わせていろいろな形を作る活動を通して，図形に親しみ，その楽しさを味わ
う。

☆おぼえているかな ○既習内容の理解を確認する。

9　かけ算のしかたを考えよう［かけ算の筆
算(1)］

2位数や3位数に1位数をかける乗法の計算について理解し，その計算が確実にできるようにする
とともに，それを適切に用いる能力を伸ばす。

☆どんな計算になるのかな？ ○加減乗除法を適用して問題を解決することを通して，演算を決定する能力を伸ばす。

10　大きい数のわり算を考えよう［大きい数
のわり算］

簡単な場合について，除数が1位数で商が2位数の除法の計算の仕方を考え，計算することがで
きるようにする。

11　長さをはかろう［長いものの長さのはか
り方］

長さについて，およその見当をつけたり，目的に応じて単位や計器を適切に選んで測定したりでき
るようにし，長さについての理解を深める。

12　はしたの大きさの表し方を考えよう［小
数］

小数の意味や表し方について理解し，小数の加減計算ができるようにする。

13　三角形のなかまを調べよう［三角形］
三角形についての観察や構成などの活動を通して，三角形を構成する要素に着目し，二等辺三
角形や正三角形，角について理解する。

☆おぼえているかな ○既習内容の理解を確認する。
14　分けた大きさの表し方を考えよう［分数］ 分数の意味や表し方，分数の加法及び減法の意味について理解する。

15　□を使った式に表そう［□使った式］
未知の数量を□を用いて表し，関係や場面を式や図に表したり，式を読み取って場面に表したり
することができるとともに，□にあてはまる数の調べ方を理解する。

☆考える力をのばそう「全体と部分に目をつ
けて」

○減法逆の減法などの問題を，図や□を使って解決することを通して，問題解決の能力を伸ば
す。

16　かけ算の筆算を考えよう［かけ算の筆
算(2)］

2位数や3位数に2位数をかける乗法の筆算について理解し，その計算が確実にできるようにする
とともに，それを適切に用いる能力を伸ばす。

☆おぼえているかな ○既習内容の理解を確認する。

17　見やすく整理して表そう［ぼうグラフと
表］

身の回りにある事象について，目的に応じて観点を決め，資料を分類整理して，表や棒グラフを用
いて分かりやすく表したり，読み取ったりすることができるようにする。

☆かたちであそぼう「ペントミノ」
○いくつかの図形を組み合わせて正方形や長方形を作る活動を通して，図形に親しみ，その楽し
さを味わう。

18　重さをはかろう［重さのたんいとはかり
方］

重さの測定などの活動を通して，重さについて単位の意味と測定の原理を理解し，重さの測定が
できるようにするとともに，重さについて量の感覚を見につけられるようにする。

☆おぼえているかな ○既習内容の理解を確認する。

☆考える力をのばそう「間の数に目をつけ
て」

○直線や円周上に等間隔に配置されたものの数と間の数との関係に着目して問題を解決すること
を通して，問題解決の能力を伸ばす。

19　そろばんで計算しよう［そろばん］
そろばんによる数の表し方について知り，そろばんを用いて簡単な加法及び減法の計算ができる
ようにする。

☆３年のふくしゅう ○既習内容の理解を確認する。

○ドリル，プリントなどを使用し，技能の習熟を図る。
○身近にある具体物を使って，長さについて体感する活動を取り入れる。
○物の形についての観察や操作、作図など具体的な活動をする場面身近な立体についての観察や操作など
　具体的な活動をする場面を取り入れる。

学習の評価
１、算数への関心・意欲・態度　２、数学的な考え方
３、数量や図形についての表現・処理　４、数量や図形についての知識・理解
｢よいこのあゆみ」では、それぞれについての総合的な結果をお知らせする。
評価方法は、ペーパーテストのほか、プリント、ノート、発表などで評価する。

第３学年　　年間指導計画（算数　全１７５時間）

学習の目標
○加法及び減法を適切に用いることができるようにするとともに、乗法についての理解を深め、適切に用いることが
　できるようにする。また、除法の意味について理解し、その計算の仕方を考え、用いることができるようにする。
　さらに、小数及び分数の意味や表し方について理解できるようにする。
○長さ、重さ及び時間の単位と測定について理解できるようにする。
○図形を構成する要素に着目して、二等辺三角形や正三角形などの図形について理解できるようにする。
○数量やその関係を言葉，数，式，図、表、グラフなどに表したり読み取ったりする。

学習の方法


